
自治体名 北海道帯広市

自治体紹介文

人口約16.3万人。日本の食糧供給基地である「北海道十勝地域」の中核都市で
す。「食と農林漁業」を柱とした地域産業政策「フードバレーとかち」を旗印
に、まちづくりを展開しています。近年は、創業・起業施策にも力を入れてお
り、イノベーションを創発し、創業・起業に結びつける「十勝・イノベーショ
ン・エコシステム」を進めております。
「とかち帯広空港（市街地から車で約30分）」から羽田空港へは約1時間半で、１
日７往復便とアクセスに優れています。また、国内屈指のアウトドアフィールド
を持つなど、ワーケーション利用者を受け入れる素地を持っております。

ワーケーション事業の概要

【リゾベーション（新規事業創出型ワーケーション）】
・2020年から、地元企業や首都圏企業と連携し（※）、首都圏の企業や人材と地
域の資源、企業、人材とが出会い・交流することで、新たな価値を創り出す働き
方のフレームワークであります「リゾベーション（リゾート×ワーケーション×
イノベーションの造語）」の取組を進めております 。
（※）十勝・帯広リゾベーション協議会：地元企業に加え、首都圏企業様では
KPMG様、三菱地所様、電通様、ジョルダン様等が参画されております。
・十勝地域・帯広市は、「民間人による開拓の歴史を持つ挑戦心・起業家精神に
溢れた地域」であり、大きな未来構想を持ち挑戦を続ける地元事業者様が多く存
在しております。
・ワーケーションを通じて、こうした事業者様と港区の企業様とが交流をし、地
域資源 （本地域では、農・食、観光、宇宙産業等）を活用した新規事業創出に繋
がればと考えております。
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